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黄斑部の名称

猪俣  孟,岩崎 雅行

九州大学医学部眼科学教室

要  約

網膜の黄斑部には,臨床名と解剖名があって紛 らわ し

い。臨床名の黄斑は解剖名では中心富と呼び,臨床名の中

心富は解割名で中心小富と呼んでいる。このように日本

語では,中心富という同一の用語が臨床と解割 とでそれ

ぞれ異なった部位を指 している。そのために中心宮 とい

う用語を使用 した場合には,それが臨床名なのか,解剖名

なのか,い ちいちことわらねばならない。これは実用上大

変不便であり,改めたい。そこで,網膜黄斑部の臨床名お

よび解割名の形態学的な根拠と歴史的な背景について内

外の文献を参照 し,最小限の変更で従来の名称を紛 らわ

しくないものに改める方法を検討 した。

臨床名の「中心寓」“fovea"を「黄斑 小寓」“macular

foveola"ま たは「中心小嵩Ffoveola"に 変更することを

提案する。この変更で,臨床名は,黄斑部,黄斑,黄斑小富

または中心小富となり,解割名は,中心部,黄斑,中心富 ,

中心小富となる。すなわち,臨床名と解剖名で同一の用語

が異なった部位を指すものがなくなる。この変更で黄斑

部の用語の混乱が解消されることを期待する.(日 眼会誌

101:201-208,1997)

キーワー ド:黄斑部,黄斑,黄斑小富,中心富,中心小富

A Review

There is a confusion in terminology of macular
area of the retina. Particularly in Japanese, the
word "fovea" has been used both for clinical term of
the very center of the fovea (foveola) and for the
anatomical term of fovea centralis. Therefore,
whenever the term "foyea" is used in ophthalmol-
ogy, one has to specify which meaning the word is

being used for. This is the main reason why we
propose to revise the nomenclature of the macular
area. Based upon the historic background of his-
tological findings regarding the macular area of the
retina, the most suitable term instead for clinical
use is discussed.

Nomenclature of the Macular Area
Hajime Inomata and Masayuki Iwasaki

Depafiment of Obhthalmology, Faculty of Medicine, Kyushu Unioersitl'

Abstract
In conclusion, we propose the term "macular

foveola" or simply "foveola" for clinical use in place

of the term "fovea". In this revision, the clinical
terms will be macular area, macula (lutea), and
macular foveola or foveola, and the anatomical
terms, area centralis, macula (lutea), fovea cen-
tralis, and foveola. We hope this will eliminate the
confusion in terminology of the macular area.
(J Jpn Ophthalmol Soc 101:201-208, 1997)

Key words: Macular area, Macula, Macular
foveola, Foyea centralis, Foveola

I緒  言

黄斑は眼底の中心にあり,種々の全身疾患あるいは眼

疾患に伴って生じる病変も多く,さ らに黄斑特有の疾患

もある。眼科医にとって黄斑は日常の眼科診療できわめ

て重要な部位の一つである。黄斑あるいは黄斑部 という
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用語を眼科医は頻用しているにもかかわらず,多 くの場

合正確な定義を知らずにあいまいな使い方をしているの

が現状である。少し注意すれば,黄斑部の各部位には臨床

名と解剖名があって紛 らわしく,し かもその名称が不合

理であることに気づく。

現在使用されている黄斑部の日本語および欧文の名称

は,次 の ようになっている。視神経乳頭縁の耳側約 3.4

mmで水平線よりやや下方の位置に直径約 2.Ommの

黄斑 macula lutea,ま た は略 して単 に maculaが あ

る1)～ 3)。 黄斑の中央は組織学的には緩やかな斜台 chvus

をもつ直径約 1.5mmの浅い陥凹になっていて,こ れを

解剖 名 で「中心 害」“fovea centralis''ま た は単 に

“fovea"と 呼ぶ4)。 しかし,生体では感覚網膜 はほぼ透明

に近い膜組織であるために,検眼鏡で中心富の部位の同

定は困難である5).輪
状反射が中心害の目安になるが,理

論的に反射は橘り鉢状の窪みの頂上のやや内側から生じ

るので,輪状反射は中心鴛の斜台の頂上よりわずかに内

側に相当する。したがって,検眼鏡的には中心富は輪状反

射の範囲よりもわずかに広 く,黄斑はそれよりももっと

広い。中心害の中央にある底面は直径約 0.3～ 0.4mm
の浅い陥凹で,感覚網膜の内顆粒層や神経節細胞層など

の網膜 内層 を欠いてい る4)6)。 これを解剖 で中心小宿

foveolaと 呼び2)4),臨床では検眼鏡でやや暗 く認められ

る部 で「中心 富」“fovea"(陥 凹 の 中央 center of the

foveaの意味)と 呼んでいる2)7)～ 9)中 心小富を中心にして

直径 5.0～6.Ommの範囲は神経節細胞が 2層 またはそ

れ以上存在する部位,す なわち傍中心富 parafoveaお よ

び周中心富 perifoveaを 含む範囲で,こ れを解剖では中

心部 area centraHs10)ま たは中心部網膜 central retina2)

と呼び,臨床では黄斑部 macular areaま たは後極部網

膜 posterior retinaと 呼ぶ2)6)～ 8)11)。 我々も今 までに黄斑

部の解割について,上記 とほぼ類似したことを記載して

きた12)～ 14)。

上記から明らかなように,日本語では「中心富」,欧文で

は“fovea"と いう同一の用語が臨床と解剖 とでそれぞれ

異なった部位を指して使用されている。そのために,例 え

ば日本語で「中心富」という言葉を使用した場合には,そ

れが臨床名なのか,解剖名なのか,いちいちことわらねば

ならない。これは実用上大変不便であり,改める必要があ

る。

そこで,現在使用されている責斑部の名称のうち,不合

理な点を改めることによって,眼科における用語の混乱

を解消するのが本論文の目的である.

II実 験 方 法

1.網膜黄斑部の組織構築について調べ,そ れを基に黄

斑部の名称の妥当性について検討する。

眼部悪性腫瘍のために摘出されたヒト眼球 4眼を実験

に用いた。患者の年齢は43～65歳 で,眼球には臨床的に

日眼会誌 101巻  3号

も病理学的にも黄斑部に病変が生じていないことを確認

した。摘出眼球は直ちに切半して,0.lMカ コジレー ト緩

衝液を加えた 4%グルタールアルデヒドで固定した。国

定液中で中心富を含む後極部網膜を実体顕微鏡下で切 り

出し,1%オ スミウム酸で後固定 した。エタノール脱水

後,エ ポン812に包埋した。標本はSorvall MT-2B超 ミ

クロトームで切片を作成し,ア ズール IIで染色 して光学

顕微鏡で観察した。

2.網膜黄斑部の解剖名および臨床名の形態学的な根

拠 と歴史的な背景について,国外 と国内の文献を参照 し

て,問題点を明らかにする。

3.上記の問題点に基づいて,従来の黄斑部の名称をで

きるだけ最小限の変更で紛らわしくないものに改める。

III 結  果

1。 網膜黄斑部の組織構築

中心筒 fovea centraHsは 極めてなだらかな傾斜 (斜

台)を もつ陥凹を示していた。中心害の底面は双極細胞や

神経節細胞などの網膜内層が欠損 し,そ の厚さは約 0.13

mmで,中心富錐体細胞 とごく少数のミュラー細胞から

構成されていた。中心富の底面の直径は,ヒ トが立位の状

態での水平方向は 0.3～0.7mmで ,垂直方向は約 0.4

mmであった。中心筒の底面は標本によってほぼ完全に

平坦なものや,底面全体がわずかに浅 く陥凹しているも

のなどがあり,必ずしも一定していなかった。しかし,底

面内でのさらに深い陥凹は観察されなかった。底面の中

央部では錐体細胞の胞体が密集して硝子体側へやや隆起

するような集団を形成していた。その密集の周囲から視

細胞の軸索突起,す なわちヘンレ線維層が出現し,そ の部

位ではヘンン線維層の分量だけ錐体細胞の胞体の隆起が

低 くなり,総 じて中心富の底面全体が一様に平坦になっ

ていた(図 1).中心富の底面 と斜台の移行部は標本 に

よってある角度をもって屈曲しているものと,角 がなく

緩やかな湾曲を描いているものとがあった。底面の辺縁

からすぐに双極細胞などの内顆粒層の細胞が出現 し,少

し離れて神経節細胞が出現していた。底面の辺縁から最

初の神経節細胞が出現するまでの距離は約 0.12 mm

で,同 じく最初の血管が出現す るまでの距離 は 0.15

～0.2mmで あった(図 2).

2.黄斑部の名称の歴史的背景

黄斑を最初に記載したのはイタリア人でミラノの科学

者 Buzzi15)で ある。黄斑は,Buzziと は独立にドイツの解

剖学者 Soemmerring16)に よっても確認された。死後に摘

出されたヒト眼球を切 り開 くと,眼底の中央にほぼ円形

のやや黄色を帯びた部位があり,し かもその中央は浅 く

陥凹している。この黄色 を帯びた部位 は黄斑 macula

lutea(yellow spot),ま たは略して単 にmacula,陥 凹部

は中心富 fovea centrals(central fovea),ま たは単に

foveaと 呼ばれた5)。 ここで,黄斑 macula luteaは 肉眼解
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剖による名称であり,中心富 fovea centralisは 組織解剖

による名称である。黄斑が黄色を帯びてみえるのは,神経

節細胞や双極細胞内に含まれるカロチノイ ド,す なわち

キサン トフィル xanthophyHの 存在 による ものであ

る17)。

黄斑の中央は肉眼的に黄色味が薄 く,や や暗 くみえ

るので,Soemmerring16)は ここに小さな孔があると考え

て中心孔 foramen centralisと 呼んだ。これは組織学的

には中心官の中にさらに陥凹があることに注目したもの

で,現在解剖名 として使われている中心小富 foveolaの

最初の記載である5)。 この部位 は黄斑の中央ではキサン

トフィル もな く,ま た網膜 の無血管帯 (直 径 0.5～0.6

mm)が存在するきわめて特異な部位であり,特に Soem‐

nlerring's foramen,黒 斑 rnacula nigra(black spot)ま

たは暗い黄斑 dark maculaと も呼ばれる5)。 なお,近年螢

光眼底造影で黄斑の中央部は脈絡膜背景螢光が造影され

ずに暗 くみえることから,黄斑の暗黒帯 dark zone of

the maculaと 呼ばれている18)19)。 黄斑の暗黒帯がみられ

る理由として,こ の部位の網膜色素上皮細胞が細 くて背

が高いので,単位面積当た りの細胞数が多 く,し かも細胞

内の色素顆粒が他の部位よりも豊富であること,さ らに

感覚網膜にキサントフィルが存在し,同時に黄斑の中央

に無血管帯があることなどが挙げられている18)19)。 した

がって,眼球を割断して硝子体側からみた肉眼解剖的用

語である黒斑 macula nigraと 螢光眼底造影による脈絡

膜背景螢光のフィルター効果による黄斑の暗黒帯 dark

zone of the maculaと は,そ の範囲も意味するところも

根本的に異なっている。暗い黄斑 dark maculaは 黒斑

macula nigraと 同義であるが,黄斑の暗黒帯 dark Zone

of the maculaと は同義ではない。混同しないように注

意が必要である。

Buzziお よび Soemmerringの 記載から半世紀以上経

過して,Muller10)が 中心富の周囲に神経節細胞が 2層 ま

たはそれ以上重層している部位があることを発見し,こ

れを中心部 area centraHsと 名づけた。これは,中心富の

中央を中心にして直径 5.0～6.Ommの 範囲で,検眼鏡

では上下アーケード血管のやや内側を含み視神経乳頭縁

付近に達す る。この部位 は臨床名では黄斑部 macular

areaま たは後極部網膜 posterior retinaと 呼ぶ。した

がって,黄 斑 部 macular areaは 黄斑 macula(lutea)よ

りずっと広い範囲を指す。

黄斑部に関する日本語の記載では,明治 32年 (1899)発

行河本重次郎
20)の「新訂眼科学」によると,「眼球ノ後極

二於テ網膜陥没シテ死後稽々黄色ヲ呈スル所アリ,名 ケ

テ黄斑部 Macula luteaと 云 ヒ,其 中央 ヲ中心富 Fovea

centrahs卜 云ウ.」 と記されている。新訂眼科学のこの記

載がそのまま石原 忍21)の「小眼科学」にも,庄司義治22)

の「眼科診療 の賞際」に も踏襲 され,現 在 に至ってい

る23).
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3.黄斑部名称の問題点

欧米では,い つの頃からか,ま たどのような理由による

ものかはっきりしないが,黄斑部の名称に混乱を生じた。

そこで,Hoganら 2)お よび Orthら 24)は
黄斑部の解剖名 と

臨床名とを次のように整理した。解剖名として,神経節細

胞が 2層 またはそれ以上存在する範囲を area centra―

lis,そ の中央の陥凹部をfovea centraHs,さ らに陥凹の

底面をfoveolaと 呼んだ。臨床名には,そ れぞれに相当す

る部 位 を,macular area,macula,foveaと 呼 ん だ(表

1)。 この記載では,臨床名の maculaと foveaと いう用

語に以下の 2つ の点で問題がある。まず,maculaに は

luteaと か nigraがついてはじめて黄斑あるいは黒斑 と

いう意味になり,眼底の特定の範囲を指すが,maculaと

いう言葉それのみでは単に斑 (ま だら)と いう意味にすぎ

ず,特定の色調や範囲を意味しない。次に,macula nigra

(黒 斑)ま た は little fovea(小 鴛)と 呼ぶ べ き部 位 に

fovea centralisの用語を誤用し,し かもそれを省略して

foveaと したことである。これでは用語の混乱の解消に

はならない。また,黄斑 macula(lutea)と いう用語は臨床

および解剖に共通である。従来の表記 (表 1)で は,解剖名

には黄斑がないかのような誤解を招きかねない。

解割名 として使用されている中心富の「中心」または

fovea centralsの “centralis"は ,眼底の中心,あ るいは

網膜の中心 という意味である。したがって,そ こにある陥

凹 がcentral fovea of the retinaで あ る.中 心 小 富

foveolaは 中心害の中心に存在するので,英文では cen‐

ter of the central foveaと ならねばならない。それを

fovea centraHsあ るいは略 してfoveaと することは誤

りであることがすでに Polyak5)に よって指摘 されてい

る。このように従来の用語では,fovea centralisの 用語

が foveolaの 部位に使用され,し かもそれを略 した用語

であるfoveaを用いて混乱が生じた。

解剖学用語集 NOMINA ANATOMICA(NA)は解剖

用語の基準になるもので,1955年パ リで開催された国際

解剖学会で初版本が配布された。それが基になって 5年

毎の国際解剖学会でその都度再検討され,改訂 されてい

る。NAの 第 2版 (1964)25)で は,Retinaの 項 に macula

とfovea centraHsが あるが,foveolaの 言己載がない。この

用語集ではそれぞれの用語について説明がないので,

fovea centralisが 網膜のどこを指 しているものである

表 1 黄斑部の従来の名称

臨 床 名 解 剖 名

中心部
area centralis

黄斑
macula

黄斑部の名称・猪俣

黄斑部
11■ acular area

中心寓
fovea centralis

中心小寓
foveola

中心宙
fovea
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か明確でないが,こ れは解剖名の中心害 fovea centralis

である と判 断す るのが 自然 で あ る。Dorland's11lus‐

trated Medical Dictionary第 24版 (1965)26)で は,fovea

centralis retinaeは NAに従った用語であることを明記

した上で,次のように説明しているIovea centraHs ret‐

inaは「黄斑の中央にある小さな陥凹で,そ こでは網膜内

層が側方に移動 しているので,最 も鋭敏な視力 を得る部

位である。」すなわち,fovea centraHsは foveaの 陥凹そ

日眼会誌 101巻  3号

図 1 ヒ ト網膜中心富底面の光学顕微鏡写真 .

中心寓の底面は直径約 0.4mm,厚 さ 0.13 mmで ,そ の硝子体側表面はほぼ平坦である。アズール II染色 .

×300

図 2 ヒト網膜中心富底面と斜台との移行部の光学顕微鏡写真.

中心寓の底面と斜台との移行部は緩やかな湾曲でなだらかに移行している。底面の辺縁に内顆粒層の細胞 (矢

印 1)があり,そ こから約 0.12 mmの 位置で神経節細胞 (矢印 2)がみられるようになり,約 0.2mmで毛細血

管 (矢印 3)がみられる。アズールII染色.× 340

のもの(斜台を含む)で ,そ の底面 foveolaを 意味 してい

るものではない。それを裏付けるかのように,1990年 の

メキシヨ市における国際解剖学会で承認された NA第
5版 (1993)27)で は,従来のmacula,fovea centralisの 他

に,新たにfoveolaの 用語が加わった。日本語の解剖学用

語 NOMINA ANATOMICA JAPONICA(JNA)は
NAがそのまま翻訳されたものであるが,そ の改訂 11版

(1978)28)に も,最近の改訂 12版 (1993)29)に も黄斑 と中心
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A

macular area

B

macula(lutea)

D

(macularXoveola

CLINICAL

富 は記載されているが,ま だ中心小害の記載はない。Dor‐

land's lnustrated Medical Dictionary第 25版の日本語

版 で あ る ドーラ ン ド図説 医 学 大 辞 典 (1988)30)で は,

rnacula lutea retinae,fovea centralis retinae,お よび

Soemmerring's foramenの項があるが,説明文は fovea

centralisと foveolaが混同されている。日本語の解剖学

辞典 (1984)31)で も,「 中心富 (直径 1.5mm)で は視細胞層

だけで他の層がまった く存在 しない。」と記されている.
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D

中心小富

A

area centralis

B

macula(lutea)

C

fovea centralis

D

foveola

ANATOMICAL

一見 foveolaの 説明のようであるが,foveolaの 直径 は

1.5mmも ない。これはfovea centralisと foveolaを 混

同したもので,正 しくない。

中心小富 foveolaの 用語 についても混乱がある。元来

foveolaは 中心宿の底面 (直径約 0.4mm)に 存在する直

径約 0.35 mmの さらに深い陥凹に対 して命名 されたも

ので,こ れをKuhnt's foveola fundiと いう4)32)。 その後の

文献では,foveolaは fovea centralisの 中央 にある網膜

黄斑部の名称・猪俣

黄斑部

A

中心部

B B

黄  斑 黄 斑

C

中心富

D

中心小富

(黄斑小富 )

臨床名 解剖名

図3 黄斑部の新しい日本語名称 (案 )。

従来の黄斑部の名称のうち,臨床名の「中心富」を「黄斑小富」または「中心小富」に改める。これで,異 なった部

位を指す同一の用語がなくなり,用語の混乱が解消されることを期待する.黄斑は臨床と解剖で共通であるの

で,両方に記載している。

A

図 4 黄斑部の新 しい欧文名称 (案 )。

従来 の黄斑部 の名称 の うち,臨 床名の “fovea"を “macular foveola''ま た は単 に “foveola''に 改 め る

macula(lutea)は臨床 と解剖で共通であるので,両方に記載 している。
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内層を欠 く底面そのものを指していると記載するものも

あれば2)5)9),fovea centraHsの 底面の中央に存在する小

さな陥凹 と解釈 している もの もあ る7)。 Yamada33)は

fovea centraHsの 中央底面を電子顕微鏡で観察し,底面

にはfoveolaに 相当するさらに深い陥凹はなかったと報

告 している。今回の我々の観察でも,fovea centralisの

底面は標本によって必ずしも一定していないが,さ らに

深い陥凹はなかった。このことからもfovea centralisの

底面そのものをfoveolaと みなして差 し支えない。最近

では,foveolaの 定義 としてfovea centraHsの 底面全体

を指しているものが多ぃ2)0)33)34)。

日本語の名称については,河本重次郎の「新訂眼科学」

の記載は欧文教科書の翻訳 と思われるが,こ の日本語訳

にも 2つ の点で問題がある。問題の第 1点 は,macula

luteaの 日本語訳は黄斑であって,黄斑部ではない。黄斑

部はもっと広い範囲で,傍中心富および周中心官を含む

上下の血管アーケー ドで囲まれた範囲を指すことはすで

に述べた。問題の第 2点は,欧文の場合 と同様に,解剖名

の中心富 fovea centralisと いう用語を解剖名の中心小

富 foveolaに 相当する部位の臨床名として使用したこと

である。わが国でも,網膜に存在する陥凹の中央 center

of the central foveaの 意味で「中心富」の用語が誤用さ

れた可能性がある。いずれにせよ,わが国では黄斑部と黄

斑が混同され,さ らに「中心富」という用語がそれを耳に

しただけで は,そ れが欧文の解剖名 としてのfovea

centraHsの部位なのか,foveolaの 部位なのか判断する

ことができず,混乱することになってしまった。

4.名 称 の 変 更

臨床名の「中心寓」“fovea"を「黄斑小富」“macular

foveola",ま たは単に「中心小富」“foveola"に 変更する

(表 2)。 これで,同一用語が別の部位を指すことがなくな

り,混乱が避けられる。臨床名は,黄斑部 macular area,

黄斑 macula(lutea),黄 斑小富 macular foveolaま たは

中′Lヽノ」ヽ富 foveolaと なり,解剖名は,中′らヽ部 area centra‐

lis,黄斑 macula(lutea),中 心富 fovea centralis,中 心小

富 foveolaと なる。ここで,黄 斑 macula(macula lueta

の略語としての)は臨床 と解剖で共通の用語である。そこ

で,黄斑 macula(lutea)を 臨床名と解剖名の両方に記載

表 2 黄斑部の新 しい名称 (案 )

臨 床 名 解 剖 名 広さ(直径)

日眼会誌 101巻  3号

した (表 2,図 3,4)

IV 考  按

日本語の黄斑部の名称は,明治 32年 (1899)発 行の河本

重次郎
20)の「新訂眼科学」以来,そ れが眼科臨床で使用さ

れるようになっておよそ 100年近 くを経過する。このよ

うに長年使用され,慣れ親 しんできた学術用語 はそれを

変更することによって,か えって混乱を招 く恐れもある

ので,安易に変更すべきではない。この用語 を,解剖学的

概念を全 く無視して,日 本国内で,しかも臨床のみに使用

する場合にはあまり混乱はないかも知れない。しかし,解

剖学的基礎知識を無視して臨床問題を論じることはでき

ない。また,国際学会で研究内容を発表し,あ るいは討論

できるような国際的に通用するものでなければならな

い。そもそも医学用語に臨床名 と解剖名があることは良

いことではない。しかし,黄斑部の名称に関 しては,欧米

でも我が国でも,臨床名 と解剖名が区別されて使用され

てきたという歴史的経緯があるので止むを得ない。

用語の変更にあたっては,大幅な変更はかえって混乱

を招 くので,最小限にとどめるべきである。それで,歴史

的背景からも解剖学的根拠からも誤用と考えられる臨床

名の「中心富」“fovea"だ けを変更することにした。

解剖名の中心小富 foveolaに 相当する部位の臨床名を

黄斑の中央にある中心小富 foveolaと いう意味を加味し

て「黄斑小富」“macular foveola"ま たは単に「中心小富」

“foveola"と いう用語に変更 した。これだと解剖名の中心

小富に対応する臨床名であることが一目瞭然である。こ

れで同一用語が異なった別の部位を指すことがなくな

り,混乱が避けられる。臨床名は,黄斑部 macular area,

黄斑 macula(lutea),黄 斑小富 macular foveolaま たは中

心ガヽ富 foveolaと なり,解音」名は,中′とヽ部 area centralis,

黄斑 macula(lutea),中 心富 fovea centralis,中 心小富

foveolaと なる。それぞれの用語を耳にするだけで,それ

がどこを指 しているのかを判断することができる。

さてここで,臨床名として提案した黄斑小害 macular

foveolaと 解剖名の中心小富 foveolaと の異同について

考察を加える必要がある。厳格にいえば,黄斑小富は検眼

鏡でそれ を同定する目印がない。その理 由 は fovea

centralisを検眼鏡で認識するのが困難であるのと同様

に,こ の組織が透明であることによる。強いて目標 となる

ものを挙げるならば,検眼鏡で黄斑の中央に観察される

点状反射 とその周囲のやや暗 くみえる円形部分を指す。

これは,い わば黒斑 macula nigraに 相当する部位で,解

剖名の中心小富 foveolaに ほぼ相当する範囲である。黄

斑小官の範囲は黄斑中央の無血管帯より狭い。黒斑の直

径は約 0.4mmで ,無血管帯のそれは直径 0.5～0.6mm
である。網膜血管の存在 と神経節細胞の存在は密接に関

係し34),血管が出現する部位では神経節細胞層が存在す

る。それ故に無血管帯の外で血管がある部位ではキサン

A 黄斑部
nlacular area

中心部
area centralis

5.0～6.O mn■

B 黄斑
macula(lutea)

黄斑
nlacula(lutea)

2.Omm

C 中心筒
fOvea centralis

1.5n■m

中心小富
D (黄斑小富)

(1■lacular)foveola

中心小高

foveola
0.4 mm
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トフィルが存在するので,黒斑ではな く,黄斑 の暗黒帯で

ある。黄斑 の暗黒帯は中心小富 よりも,さ らに無血管帯 よ

りも広 い。

黄斑 の 中央 に観察 され る点状反射 を従 来 中心富反射

central renexと 呼 ぶ が,中 心 宙 反 射 は renex of the

foveolaでなければな らない ことが明記 されている5).す

なわ ち,中 心小富反射 foveolar renexと い うべ きで あ

る
n)。 この ことか らも理解 で きるように,臨床名 の「中心

寓」は臨床 で も解剖で も中心小富 foveolaと 呼 んで不都

合 はな い。「黄斑小富」“macular foveola"ま た は「中心

小官」“foveola"は ,将来欧文 の臨床名 の “fovea"の誤 用

が改 め られて,“foveola"に 変更 され て も国際的 に十分

に対応 で きるものであ る。臨床名 と解剖名 が指す部位 が

ほぼ同 じであるならば,異 なった用語 である必要はない。

臨床名 も解剖名 も「中心小富」“foveola"に 統一す ること

に異論 はない。ただ し,黒斑 macula nigraは 眼科医にな

じみが薄 いので,そ の可能性 は少ない と思われ るが,原典

が尊重 され て,“foveola"が ,“ macula nigra"に 変更 され

た場合 に は,日 本語 はその訳語である「黒斑」に変更 した

方が良い。

結論 として,臨床名 の「中心宿」を「黄斑 小富」また は

「中心小 鴛」に変更す る こ とを提案す る。欧文 で は,臨床

名 の“fovea"を “macular foveola"ま た は単 に“foveola''

に変更 す る。この変更で ,黄斑部の名称 についての混乱が

解消 され ることを期待す る。

本論文 の要旨は第 100回 日本眼科学会総会 (1996年 5月 ,

京都)に おいて報告した。
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